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ＪＡほくさいの新店舗ＪＡほくさいの新店舗

のご用命は、金融・共済店舗へ

のご注文は、営農経済センターへ

行田中央支店
〒361-0021 行田市富士見町1-8-1
TEL 048-556-1171

行田営農経済センター
〒361-0021 行田市富士見町1-8-1
TEL 048-556-1172

川里中央支店
〒365-0014 鴻巣市屈巣4443
TEL 048-569-1321

羽生営農経済センター
〒348-0071 羽生市南羽生2-16-10
TEL 048-563-1571

加須中央支店
〒347-0006 加須市上三俣590-1
TEL 0480-61-0905

騎西営農経済センター
〒347-0105 加須市騎西35-1
TEL 0480-73-1122

北川辺支店
〒349-1212 加須市麦倉3717-1
TEL 0280-62-2011

大利根営農経済センター
〒349-1134 加須市北下新井648-1
TEL 0480-53-9230

行田中部支店
〒361-0062 行田市谷郷2562
TEL 048-556-2235

川里営農経済センター
〒365-0014 鴻巣市屈巣4443
TEL 048-569-0003

羽生中央支店
〒348-8513 羽生市東7-15-3
TEL 048-561-1009

加須営農経済センター
〒347-0006 加須市上三俣590-1
TEL 0480-61-0906

騎西中央支店
〒347-0105 加須市騎西35-1
TEL 0480-73-1121

北川辺営農経済センター
〒349-1212 加須市麦倉3717-1
TEL 0280-62-2211

大利根中央支店
〒349-1133 加須市琴寄1039-1
TEL 0480-72-3111

営業時間変更のお知らせ
令和５年４月１日より営業時間が変更となります。

金融窓ロ
営業時間

平日：午前９時00分から
　　　午後４時まで

共済窓ロ
営業時間

平日：午前９時00分から
　　　午後４時まで

営農経済
センター

平日：午前９時00分から
　　　午後５時まで

（営農経済センターは農繁期に、土・日営業を行います。）

　支店等再編計画に基づき、支店等再編を実施いたしました。これまで、各支店で行っていた金融共済事業は、金融
共済店舗で行い、営農経済業務は、営農経済センターで行います。そこから組合員の皆さまのもとへ出向く体制を構
築いたしました。これからも、組合員、利用者の皆さまのご期待に応えて参りますので、よろしくお願いいたします。

❷



JAバンク埼玉
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顧客優遇プログラムとは、当ＪＡとのお取引に応じてゆうちょ銀行及びコンビニＡＴＭでの
入出金手数料がひと月に最大３回無料(※)になるサービスです。
※ステージ２の方は月１回、ステージ３の方は月３回無料となります。

©よりぞう ポイント２点
ステージ
2

ポイント４点
ステージ
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ポイント 0 点
ステージ
1

月1回月0回 月3回

セブン銀行 ローソン銀行
コンビニATM E.NET ゆうちょ銀行　のATMが
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大

　　　　　以上の
お客様が
優遇対象です

2ステージ

正組合員資格

年金振込

准組合員資格
正組合員の同居家族

給与振込（　　　　　）　月額
5万円以上

2 点

2 点

2 点

2 点

個人ＩＢ 1 点

通帳レス　（当座性貯金を含んで
1口座以上が通帳レスとなっていること） 1 点

NEW

NEW

❶行田中央支店
❷行田中部支店
❸川里中央支店
❹旧羽生中央支店
❺羽生中央支店（本店）
❻羽生営農経済センター
　（旧手子林支店）
❼加須中央支店
❽旧埼玉志多見支店
❾騎西中央支店
10北川辺支店
11北川辺直売所
12大利根中央支店

ＡＴＭマップ

出向く体制を構築しました出向く体制を構築しました

お近くのコンビニＡＴＭもご利用いただけます。お近くのコンビニＡＴＭもご利用いただけます。

金融共済渉外担当者及び営農経済渉外担当者が専用携帯電話を使用し、
組合員・利用者との距離を短縮します。

大利根

北川辺
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騎　西川　里

行　田
羽　生
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自
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車
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　　　　　　各相談業務・諸手続き、集金等依頼
内容

①支店に電話

①渉外担当者の携帯電話へ直接申込

②依頼者に時間を確認し訪問

令和５年４月スタート!

組合員・利用者 JA職員

※ 羽生地区は3月13日㈪より、※ 羽生地区は3月13日㈪より、
加須地区は3月27日㈪より加須地区は3月27日㈪より
マップのとおりとなります。マップのとおりとなります。

1111

HPでもご確認
いただけます。

❸



詳細な農業者年金の内
容やご相談については、

ＪＡほくさいか農業委員会または農業者年金基金にお問い
合わせ下さい。
独立行政法人農業者年金基金 ☎03-3502-3942 (企画調整室)

国が支え
る 安心が大

きくなる

担い手積立年金
［愛称］

1
月
30
日
の
主
な
議
案

①
職
制
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て
（
機

構
図
の
変
更
）

②
窓
口
営
業
時
間
の
変
更
に
つ
い
て

③
当
組
合
に
お
け
る
リ
ス
ク
評
価
書
等
の

定
例
改
正
に
つ
い
て

④
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
た

行
動
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

⑤
貸
出
金
利
基
準
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　

全
議
案
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
で
は
毎
月
、
本
店
、
行
田
中
央
支

店
、
加
須
中
央
支
店
と
会
場
を
移
し
て
土

地
・
建
物
や
税
務
・
法
律
に
関
す
る
無
料

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

幅
広
い
内
容
の
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ご

理
事
会
か
ら

税
務
法
律
相
談

４
月
３
日
に
本
店
で
開
催

相
談
の
あ
る
方
は
事
前
の
予
約
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

〈
日
時
〉　

４
月
３
日
㈪

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
よ
り

※
相
談
時
間
は
１
人
30
分
で
す
。

〈
場
所
〉　
Ｊ
Ａ
本
店

　

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
、
電
話
相
談
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

〈
ご
予
約
窓
口
〉

Ｊ
Ａ
本
店 

資
産
管
理
課

（
☎
０
４
８

－
５
６
３

－

３
０
０
０
）
ま
た

は
各
支
店
窓
口
へ

加須西支店、加須北支店、
大桑支店、水深支

店、埼玉志多見支店が統合し

新たな加須中央支
店に生まれ変わります！

令和5年令和5年

3/27
加須中央支店

月

統合後の新店舗

JAほくさい加須中央支店
（金融機関コード - 店舗番号 ： ４828 - 031）

〒347-0006埼玉県加須市上三俣590-1

0480-61-0905
住 所

TEL

加須中央支店に加須営農経済センターが新設されます！

統合後の新店舗

中央支店に中中央中 加須営農経済センターーが新が新設設さ新設さが され設され
お気軽にご相談ください。皆様のお越しを心よりお待ちしております。お気軽にご相談ください。皆様のお越しを心よりお待ちしております。

加須文化・学習センター
●パストラルかぞ

●
加須市民
運動公園

三俣小●

加須市役所●

46

38

411 149

125

125

125

葛
西
用
水
路

葛
西
用
水
路

睦町

三俣

加須市役所（北）

三俣小学校入口
加須市役所入口

大沼大沼

東北自動車道

加須中央支店

令

加

7
加

須

令和5年

77

須加須須

多見 店
羽生北支店、手子林支店

、須影支店、羽生
東支店、新郷支店が統合し

新たな羽生中央支
店に生まれ変わります！

令和5年令和5年

3/13
羽生中央支店

月

統合後の新店舗

JAほくさい羽生中央支店
（金融機関コード - 店舗番号 ： ４828 - 021）

〒348-8513埼玉県羽生市東7-15-3

048-561-1009
住 所

TEL

旧手子林支店に羽生営農経済センターが新設されます！

統合後の新店舗

子林支店に子子林子 羽生営農経済センターーが新が新設設さ新設さが され設され
お気軽にご相談ください。皆様のお越しを心よりお待ちしております。お気軽にご相談ください。皆様のお越しを心よりお待ちしております。

JA
ほくさい本店内

羽生市役所●

羽生警察署●

●
羽生市体育館

84

中川

葛
西
用
水
路

羽生中央支店
JAほくさい本店内

羽生警察署入口

向谷橋

令

羽

羽羽羽

子

令和5年

33

生羽生生

郷 店

相談日時　午後１時30分～ 相談場所
税務・法律 ４月３日（月） 本店
税務・法律 ５月１日（月） 行田中央支店
税務・法律 ６月５日（月） 加須中央支店
税務・法律 ７月３日（月） 本店
税務・法律 ８月７日（月） 行田中央支店
税務・法律 ９月４日（月） 加須中央支店
税務・法律 10月２日（月） 本店
税務・法律 11月６日（月） 行田中央支店
税務・法律 12月４日（月） 加須中央支店
法律 １月５日（金） 本店
税務 １月９日（火） 本店

税務・法律 ２月５日（月） 行田中央支店
税務・法律 ３月４日（月） 加須中央支店
※相談日程は変更になる場合もございます。お申し込みの際は当
組合ホームページ等で最新の日程をご確認ください。

■担当窓口
本店 行田中央支店 加須中央支店

資産管理課
担当：田口 担当：志村 担当：阿部
☎048-
563-3000

☎048-
556-1171

☎0480-
61-0905

❹



145,555 143,114 138,037 134,119 130,020 
162,513 194,836 223,716 253,141 282,828 

2 0 1 0 2 0 1 5 2 0 2 0 2 0 2 5 2 0 3 0

85% 90% 95% 100%

2020

2015

2010
1~5 5~10
10~20 20~30
30~50 50~100
100ha

1~ 5~10~5

ＪＡ女性部がエコキャップ運動実施中！ＪＡ女性部がエコキャップ運動実施中！
各基幹支店にキャップ用の回収箱を設置しまし
たので、リサイクルにご協力をお願いします。

持続可能な社会を実現するため、女性部で
もエコキャップ運動を始めました。ぜひ一
緒に取り組みましょう！

ＪＡ女性部　部長　長谷川タマ子

❺



税
務
相
談

＆

Ａ

Ｑ

JAほくさい顧問税理士
西 田 芳 秋 氏

父
の
相
続
の
こ
と
で
家
族
の

話
合
い
が
続
い
て
い
ま
す
。
長
女

は
他
家
に
嫁
ぎ
長
男
の
私
は
会
社

の
近
く
に
家
を
購
入
し
て
親
子
で

暮
ら
し
て
い
ま
す
。
二
男
も
同
様

で
す
。
父
母
が
耕
し
て
き
た
田
畑

（
２
㌶
）
は
休
耕
に
し
ま
し
た
。

と
り
あ
え
ず
、
父
の
遺
産
は
全
て

高
齢
の
母
が
相
続
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
母
の
相
続
に
お
い
て

も
家
に
戻
る
者
は
な
く
、
土
地
や

建
物
の
取
得
を
希
望
す
る
子
は
い

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
不
動
産
は
父

の
名
義
の
ま
ま
相
続
登
記
を
し
な

い
つ
も
り
で
す
。
居
宅
は
空
家
に

な
り
ま
す
が
、
農
地
は
法
人
に
貸

す
か
誰
か
に
贈
与
す
る
つ
も
り
で

す
。
将
来
は
譲
渡
す
る
か
市
へ
寄

付
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
何

か
問
題
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

か
。
ほ
か
に
良
い
解
決
策
が
あ
り

ま
す
か
。

相
続
と
遺
産
分
割
の
し
く
み

　

相
続
は
被
相
続
人
の
死
亡
に
よ
っ

て
開
始
し
、「
被
相
続
人
に
属
し
た

一
切
の
権
利
義
務
は
相
続
人
が
こ
れ

を
承
継
す
る
」と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
を
放
棄
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
相
続
人
が
複
数
の
場
合
は
各
相

続
人
が
財
産
債
務
を
法
定
相
続
分
で

共
有
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
遺
産

分
割
は
こ
の
共
有
物
を
分
割
す
る
こ

と
で
す
。

遺
産
分
割
の
考
え
方

　

共
有
に
な
っ
た
相
続
財
産
は
「
物

又
は
権
利
の
種
類
及
び
性
質
、
各
相

続
人
の
年
齢
・
職
業
、
心
身
の
状
態

及
び
生
活
の
状
況
そ
の
他
一
切
の
事

情
を
考
慮
し
て
こ
れ
を
決
め
る
」
と

し
て
い
る
よ
う
に
、
ど
の
よ
う
に
分

け
る
か
は
相
続
人
に
委
ね
ら
れ
て
い

ま
す
か
ら
相
続
人
に
よ
る
慎
重
な
話

合
い
を
重
ね
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
農
地
は
農
地
と
し
て
宅
地

は
宅
地
と
し
て
相
続
人
の
仕
事
や
生

活
の
た
め
に
活
用
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

配
偶
者
が
全
て
を
承
継
す
る
と

　

配
偶
者
が
全
て
の
財
産
を
相
続
す

る
と
、
父
の
相
続
で
は
相
続
税
が
軽

減
さ
れ
ま
す
が
、
母
の
相
続
で
税
負

担
が
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
父

母
の
相
続
で
の
最
適
割
合
を
試
算
し

て
子
ど
も
達
の
取
得
財
産
を
決
め
る

こ
と
に
し
ま
す
。
ご
高
齢
だ
け
に
受

け
継
い
だ
財
産
を
適
正
に
管
理
（
貸

借
・
売
買
・
贈
与
な
ど
）
す
る
こ
と

は
難
し
く
、
後
見
人
が
必
要
に
な
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
近
い
将
来
に
処

分
を
予
定
す
る
財
産
は
子
ど
も
が
承

継
す
る
よ
う
に
し
ま
す
。

土
地
を
贈
与
す
る
に
は

　

農
業
の
後
継
者
が
な
く
、
農
地
や

居
宅
の
敷
地
の
引
き
取
り
手
が
な
い

か
ら
高
齢
の
配
偶
者
が
こ
れ
を
相
続

す
る
と
し
た
の
は
、
問
題
の
先
送
り

に
過
ぎ
ず
解
決
策
に
は
な
り
ま
せ

ん
。
農
地
を
農
業
者
以
外
の
人
に
贈

与
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
市
に
寄
付

採
納
を
願
い
出
て
も
、
市
が
必
要
と

し
な
い
土
地
は
寄
付
を
受
け
て
く
れ

な
い
で
し
ょ
う
。

相
続
登
記
は
権
利
な
の

　

義
務
な
の　

税
負
担
は
？

家
と
祭
祀
を
守
る
た
め
に

　

母
の
相
続
に
お
い
て
子
が
事
業
や

財
産
を
引
き
継
が
な
い
の
で
あ
れ

ば
、
相
続
人
全
員
が
相
続
を
放
棄
す

る
の
も
一
法
で
す
。
子
が
相
続
を
放

棄
す
る
と
相
続
順
位
は
被
相
続
人
の

親
（
祖
父
母
）、
親
が
い
な
け
れ
ば

被
相
続
人
の
兄
弟
姉
妹
が
相
続
人
に

な
り
ま
す
。
実
家
に
寄
せ
る
思
い
が

あ
る
人
が
後
継
者
に
な
っ
て
く
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

被
相
続
人
の
登
記
名
義
で
は

　

財
産
取
得
者
が
い
な
い
こ
と
を
理

由
に
相
続
登
記
を
し
な
い
と
し
て
い

ま
す
が
、
被
相
続
人
の
名
義
の
ま
ま

贈
与
し
た
り
賃
貸
や
譲
渡
を
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
の
で
、
い
っ
た
ん
は

相
続
人
の
名
義
に
変
え
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

相
続
未
登
記
を
重
ね
る
と

　

相
続
登
記
を
す
る
か
し
な
い
か
は

任
意
で
す
か
ら
、
登
記
を
先
送
り
す

る
こ
と
も
自
由
で
す
。
し
か
し
、
登

記
を
し
な
い
で
お
く
と
相
続
人
の
数

が
増
え
権
利
義
務
が
複
雑
に
な
り
、

不
動
産
を
ま
と
も
に
管
理
運
用
す
る

こ
と
が
難
し
く
な
り
ま
す
。
事
業
者

が
公
共
の
た
め
の
土
地
利
用
を
計
画

し
て
も
、
登
記
未
了
地
の
所
有
者
を

探
す
こ
と
に
多
く
の
時
間
と
費
用
が

か
か
り
、
所
有
者
を
特
定
で
き
て
も

共
有
者
の
同
意
を
得
に
く
い
の
が
現

実
。
所
有
者
を
特
定
で
き
な
い
と
周

囲
の
治
安
・
衛
生
・
景
観
ひ
い
て
は

周
辺
地
価
の
下
落
を
引
き
起
こ
す
恐

れ
が
あ
る
こ
と
で
す
。

所
有
者
不
明
土
地
が
発
生
す
る

　

農
地
を
守
っ
て
き
た
家
制
度
が
廃

止
さ
れ
て
76
年
、
土
地
神
話
が
崩
れ

て
30
年
に
な
り
ま
す
。
少
子
高
齢
化

社
会
の
真
っ
只
中
に
あ
る
農
家
で
相

続
が
始
ま
る
と
、
農
地
と
農
業
の
承

継
問
題
で
苦
労
し
て
い
ま
す
。
土
地

は
財
産
で
な
く
な
っ
た
こ
と
、
農
業

は
家
業
か
ら
企
業
へ
と
経
営
環
境
が

一
変
し
た
こ
と
、
均
分
相
続
が
定
着

し
た
こ
と
と
相
ま
っ
て
、 

相
続
の
現

場
で
は
未
分
割
、
共
有
、
未
登
記
、

放
置
、空
家
が
増
え
て
い
る
の
で
す
。

相
続
登
記
申
請
の
義
務
化

　

国
は
空
家
問
題
と
と
も
に
未
登
記

や
所
有
者
不
明
に
な
っ
た
土
地
を
解

消
す
べ
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
講

じ
た
の
で
す
。
未
登
記
不
動
産
を
相

続
し
た
相
続
人
は
、
そ
の
取
得
を

知
っ
た
日
か
ら
３
年
以
内
に
相
続
登

記
の
申
請
が
義
務
化
さ
れ
、
正
当
な

理
由
が
無
く
申
請
を
怠
っ
た
と
き
は

10
万
円
以
下
の
科
料
に
処
せ
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
遺
産
分
割
協

議
が
成
立
し
た
場
合
は
、
そ
の
内
容

に
応
じ
た
登
記
申
請
が
義
務
付
け
ら

れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
と
も
な
い
相
続

に
よ
る
所
有
権
の
移
転
登
記
に
対
す

る
登
録
免
許
税
の
免
税
措
置
が
講
じ

ら
れ
ま
し
た
。（
つ
づ
く
）
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JAほくさい顧問弁護士
  長島法律事務所
弁護士  長島佑享氏

法
律
相
談

＆

Ａ

Ｑ

②
遺
言
書
の
押
印
日
と
書
い
た
日
が
違
え
ば
無
効
で
す
か
？

― 

押
印
の
状
況
や
経
緯
な
ど
か
ら
総
合
的
に
判
断
し
ま
す

①
ピ
ア
ノ
教
室
で
も
著
作
権
使
用
料
が
？

― 

先
生
の
演
奏
に
か
か
る
の
で
要
相
談

子
供
が
グ
ル
ー
プ
・
レ
ッ
ス

ン
の
ピ
ア
ノ
教
室
に
通
っ
て
い

ま
す
。
今
ま
で
は
流
行
の
ア

ニ
メ
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
な
ど
を

練
習
し
て
い
ま
し
た
が
、
先
生

か
ら
、「
今
の
曲
を
練
習
す
る

と
、
法
律
で
先
生
が
お
金
を
取

ら
れ
て
し
ま
う
か
ら
、
バ
ッ
ハ

や
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
を
練
習
し

ま
す
。」
と
言
わ
れ
、
大
好
き

な
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
を
練
習
で
き

ず
が
っ
か
り
し
て
い
ま
す
。
教

室
で
の
生
徒
達
の
練
習
に
も
お

金
を
取
る
法
律
が
あ
る
の
で
す

か
。

夫
甲
は
入
院
中
、
後
妻
で
あ

る
私
A
と
、
先
妻
と
甲
の
長
男

B
の
前
で
、
自
筆
で
遺
言
書
の

全
文
と
日
付
を
書
き
、
署
名
を

し
ま
し
た
が
、
そ
の
日
（
9
月

15
日
）
に
は
押
印
し
ま
せ
ん
で

し
た
。
甲
は
退
院
後
の
10
月
1

日
、
A
と
B
の
ほ
か
税
理
士
の

立
ち
会
い
の
も
と
、
先
の
遺
言

書
の
署
名
の
下
に
自
ら
押
印
し

ま
し
た
。
遺
言
は
、
全
財
産
を

A
に
相
続
さ
せ
る
と
い
う
内
容

で
す
。　

11
月
1
日
に
甲
が
亡

く
な
る
と
、
B
は
、「
遺
言
書
に

書
か
れ
た
日
付
は
甲
が
押
印
し

た
10
月
1
日
で
は
な
く
9
月
15

日
だ
か
ら
無
効
」
と
言
い
出
し

ま
し
た
。
こ
の
遺
言
書
は
無
効

な
の
で
し
ょ
う
か
。

自
筆
遺
言
書
の
成
立
に
は
、
遺

言
の
全
文
、
日
付
と
氏
名
を
全
て

自
書
し
押
印
す
る
、
と
い
う
方
式

を
充
た
す
こ
と
が
必
要
で
す
（
民

法
9
6
8
条
参
照
）。
そ
の
た
め
、

遺
言
の
成
立
日
と
は
、
全
て
の
方

式
を
充
た
し
た
日
と
解
さ
れ
て
い

ま
す
。

本
件
で
は
、
押
印
が
さ
れ
た
10

月
1
日
が
、
遺
言
の
成
立
し
た
日

と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
遺
言
書

に
は
、
9
月
15
日
と
書
か
れ
て
い

ま
す
。
遺
言
の
成
立
し
た
日
（
押

印
に
よ
り
全
て
の
方
式
を
充
た
し

た
日
）
と
は
違
う
日
の
日
付
の
遺

言
書
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
B

は
、
方
式
違
反
で
無
効
（
民
法

9
6
0
条
）
だ
と
言
っ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
。

そ
も
そ
も
、
民
法
9
6
8
条
1

項
が
、
遺
言
書
の
全
文
、
日
付
と

氏
名
の
全
て
の
自
書
と
押
印
と
い

う
方
式
を
要
求
し
て
い
る
理
由

は
、
遺
言
者
の
真
意
を
確
保
す
る

た
め
で
す
。
そ
れ
な
の
に
、
方
式

を
厳
格
に
要
求
し
た
た
め
に
、
遺

言
者
の
真
意
の
実
現
が
妨
げ
ら
れ

て
は
、
本
末
転
倒
で
す
。

判
例
は
、
入
院
中
に
自
筆
証
書

に
よ
る
遺
言
の
全
文
、
日
付
と
氏

名
を
自
書
し
、
そ
の
27
日
後
（
退

院
9
日
後
）
に
弁
護
士
立
会
の
も

と
で
押
印
し
た
、
と
い
う
事
情
の

も
と
で
は
、
押
印
し
た
日
と
は
違

う
日
付
が
書
か
れ
て
い
る
か
ら
と

い
っ
て
、
直
ち
に
、
遺
言
が
無
効

と
な
る
も
の
で
は
な
い
と
し
て
い

ま
す
（
最
高
裁
令
和
３
年
１
月
18

日
判
決
）。

本
件
で
も
押
印
し
た
日
と
、
書

い
て
あ
る
日
付
が
違
い
ま
す
が
、

そ
れ
だ
け
で
は
無
効
と
は
言
い
切

れ
ま
せ
ん
。
違
う
日
付
と
な
っ
た

詳
し
い
経
緯
、
押
印
の
状
況
な
ど

を
総
合
的
に
判
断
す
る
必
要
が
あ

る
で
し
ょ
う
。

①

②

①

②

著
作
権
者
は
、そ
の
著
作
物
を
、

公
衆
（
不
特
定
又
は
多
数
、
著
作

権
法
2
条
5
項
）
に
直
接
聞
か
せ

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
演
奏
す
る

権
利
を
持
ち
ま
す
（
法
22
条
、「
公

の
演
奏
」）。
著
作
権
の
存
続
期
間

は
、
著
作
者
の
死
後
70
年
を
経
過

す
る
ま
で
で
す
（
同
法
51
条
）。

法
は
、
流
行
し
て
い
る
曲
の
著
作

権
の
保
護
期
間
中
に
料
金
を
得
て

公
に
演
奏
す
る
こ
と
は
著
作
権
の

侵
害
と
し
て
い
ま
す
。

判
例
（
最
高
裁
令
和
4
年
10
月

24
日
判
決
）
は
、
生
徒
が
先
生
の

前
で
弾
く
こ
と
は
、
教
師
か
ら
演

奏
技
術
等
の
教
授
を
受
け
て
こ
れ

を
習
得
し
、
そ
の
向
上
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
、
他
の

生
徒
に
聞
か
せ
る
た
め
で
は
な
い

こ
と
等
か
ら
、
教
室
運
営
者
（
先

生
）
は
、
生
徒
の
演
奏
に
つ
い
て
、

著
作
権
使
用
料
を
払
わ
な
く
て
も

良
い
と
判
断
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
先
生
の
演
奏
に
つ
い

て
は
、
数
小
節
だ
け
で
あ
っ
て
も

公
の
演
奏
に
当
た
る
と
し
て
、
先

生
は
、
著
作
権
使
用
料
を
払
う
義

務
が
あ
る
と
さ
れ
ま
し
た
（
原
審

で
あ
る
知
財
高
裁
令
和
3
年
3
月

18
日
判
決
）。

つ
ま
り
、
生
徒
自
身
は
著
作
権

使
用
料
の
支
払
い
は
な
い
も
の

の
、
先
生
は
著
作
権
使
用
料
を
払

う
義
務
が
あ
る
た
め
、
今
後
、
流

行
の
曲
を
教
室
で
教
わ
る
と
き

は
、
受
講
料
に
つ
い
て
先
生
に
確

認
す
る
と
い
い
で
し
ょ
う
。
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　１月16日に種足支店で、埼玉県が水稲の新品種「えみほころ」
の令和４年度加須地区大規模実証ほ成績検討会を行いました。
　会には2022年に試験栽培した小川保夫さんとＪＡから営農販
売担当者３人、全農さいたま米麦課長他７人が参加し、試験成績
の他、令和５年産の大規模実証ほと採種ほの設置について検討し
ました。
　県内では、早生（わせ）品種のコシヒカリや彩のきずなと晩生
（おくて）品種の彩のかがやきの間に栽培できる中生（なかて)で、
暑さに強い品種を農家が求めていたため、県農業技術研修センタ
ーが新品種を育成し、2018年より試験栽培を行っています。
　小川さんは「反収１１俵とれ、とても美味しかった。彩のかがやきと比べ栽培しやすさと品質は、同程度
で、目立った病気や害虫はなかった」と感想を述べました。

　埼玉県の各ＪＡと全農さいたまが主催する第61回農業機械大展
示会が、１月28、29日の２日間、加須市むさしの村で開かれました。
　アシスト機能の付いた田植え機をはじめとした大型機械から、各
種生産機材まで農家のニーズに沿った多彩な農業機械を展示しまし
た。農業機械の購入を検討される方のために、ＪＡ農機ハウスロー
ン相談コーナーも設けました。
　来場者数は２日で636名。

　12月５日に北川辺支店で、ＪＡ北川辺女性部（江田昌子部長）
が、手芸教室を開きました。
　デザインの形に色とりどりのちりめんの布を切って、糊で貼り
付ける干支をモチーフにした型抜きアートで、タペストリーにな
ります。
　江田部長は、「布を切って貼るだけなのに、完成度が高く大満足。
うさぎのデザインがかわいいので飾るのが楽しみ。これからもみ
んなで楽しく活動していきたい」と笑顔で語りました。

　１月26日にＪＡ本店で、埼玉県農業経営研究会（茂木壯一会長）
が令和４年度決算・確定申告研修を開きました。
　ＪＡほくさい管内の農業青色申告会会員20人の他、ウェブも含め
約60人が受講しました。
　税の西田の西田芳秋税理士が講師となり、令和４年分の申告に関す
る主な改正点や申告上の留意事項など、例題を交えてわかりやすく解
説しました。10月１日から始まる消費税のインボイス制度の説明で
は、メモを取りながら熱心に耳を傾けている会員が見受けられました。

　茂木会長は「会員の８割は免税事業者。インボイス制度への理解を図るため、今後も研修を実施していきたい」
と話しました。

水稲新品種「えみほころ」成績検討会開催

農機展示会３年振りに開催

ＪＡ北川辺女性部が手芸教室を開催

確定申告研修会開催

検討会議の様子

農機展示会の様子

西田税理士の講義を受ける会員

完成したタペストリーを手にする江田部長（前列左）と部員の皆さん

当組合ホームページでは、ニュースストーリー（８頁～11頁）に掲載の写真がカラーでご覧いただけます。 ❽



　１月17日、花咲徳栄高校食育実践科の生徒が加須市水深地区の農家を
訪れ、キュウリの収穫体験をしました。
　同校と同市の連携事業の一環で、収穫作業を通じて生産者の苦労やモノ
づくりへのこだわりを学ぶことが目的。同科の１年生80名が瀬田利昭さ
ん、佐久間尉匡さん、株式会社田島農園のほ場を訪れました。
　１年１組の20名が訪問したのは瀬田さんのハウス。瀬田さんから適期
とされる大きさや収穫のコツを学んだ生徒たちは、互いに相談しながら楽
しそうにハサミで収穫しました。実習を終えた生徒たちに瀬田さんは「今
後、キュウリが食卓に上がった時には『農家が大切に育てたもの』という
ことを忘れずに残さず食べてください」と話していました。

　ＪＡ川里農機センターは、11月22日に鴻巣市立屈巣小学校（諏訪健
校長）の2年生11名の訪問を受けました。
　「町たんけん」は鴻巣市内の施設や場所を訪れ、身近な地域に関心を
持ち安全に気を付けて生活することを目的としています。
　山口毅職員が、農機具の種類や修理の仕方、作業目的などについて説
明しました。
　児童は真剣な表情で質問やメモを取っていました。

　２月２日にさいたま市浦和コルソで開催されたＴＡＣパワーアップ埼玉県大会で、北
川辺支店の須賀大輔職員が、『北川辺地域における埼玉ブランドイチゴ「あまりん」、「べ
にたま」の本格市場出荷に向けて』を発表し、優秀賞を受賞しました。
　須賀職員は、イチゴ農家から限られたほ場で手取りを増加させられないかとの要望を
受け、「あまりん」「べにたま」の試験栽培を勧め市場出荷を始めた結果、農家の販売実
績が前年比112㌫となり、手取り増加につながりました。
　須賀職員は、「埼玉県ブランドイチゴの普及・ＰＲに努め、一人でも多くの生産者の
手取り向上に努めたい」と意気込みを語りました。

　１月19日にＪＡ本店で、ＪＡ埼玉県青
年部協議会委員長・事務局会議が開かれま
した。
　各ＪＡ青年部から26名の代表が集まり、
当ＪＡ青年部からは、岡博和部長と、栗原
淳也副部長が出席しました。
　会議に先立ち、大塚宏組合長は「埼玉県
の農業を支えている担い手の皆さまに敬意
を表します。農業発展のため、忌憚のない

意見を出し合い有意義な会議を行っていただきたい」と挨拶しました。
　会議では、令和５年度の事業計画や役員選出について話し合われました。

高校生がキュウリ農家で収穫体験

「町たんけん」で児童が川里農機センターを訪れる

ＴＡＣパワーアップ埼玉県大会で須賀大輔職員が優秀賞

ＪＡ本店でＪＡ埼玉県青年部会議を開催

瀬田さん㊥から指導を受ける生徒

児童に説明する山口職員㊨

賞状を手にする須賀職員㊧と
大塚組合長

挨拶する大塚組合長㊨と森田泰弘委員長 綱領を唱和する岡部長（左から２番目）と栗原副部長㊧
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　加須市大越の株式会社山中農産（山中哲大代表）は、１月
19日と24日に加須農林振興センターからの研修生を受け入
れました。
　地域の農家で実際に農作業を体験する研修の一環で、昨年
４月に新入職員として入職した古田良輔さんが実習に訪れま
した。
　業務用ブロッコリー60㌃を手掛ける同社では、この時は
12月から始まった収穫の真っ最中。古田さんは山中代表に
収穫の方法やコツなどを教わりながら、懸命に作業を行いま
した。
　「実際に作業を体験すると、農家は本当に大変な仕事だと
いうことがわかる。身体を使うことが多いので、体調管理も
重要な仕事の一つだと思いました」と古田さんは話していました。

　１月30日、騎西中央支店・騎西営農経済センターが新
築オープンしました。
　田ケ谷支店、種足支店、鴻茎支店の３店舗は騎西中央支
店に統合されました。
　オープンに先立ち、オープニングセレモニーが開かれＪ
Ａ役職員の他、加須市角田守良市長をはじめ30人が参加
しました。支店は鉄骨造２階建、延べ床面積1201㎡、資
材庫291㎡。新店舗１階には金融共済窓口と営農経済セン
ターの他、組合員も利用できる多目的ホール兼大会議室も
備えました。
　大塚宏組合長は、「新店舗建設の構想から３年、この日
を迎えられて大変うれしく思う。組合員や利用者の期待に
応えられるよう取り組んで参りたい」と力を込めました。

　１月18日にＪＡ本店で、女性部がＪＡ常勤役員との意見交換会を開きました。
　女性部役員４人とＪＡから大塚宏組合長、平井清敏副組合長、吉田岳雄常務他、職員５人が参加しました。
　女性部からの質問や要望にＪＡ常勤役員が回答する形で意見交換を行い、女性部、ＪＡ双方が活性化するよう
な話し合いが行われました。
　女性部長谷川タマ子部長より「ＪＡが女性部に期待することはありますか」との質問に、大塚組合長は、「女
性部の活動が協同組合運動そのもの。新設した３店舗には調理室も完備したので、女性部の皆さんに活用いただ
き、充実した活動を行ってもらいたい。女性部が活発＝ＪＡが活発になることと思っている」と回答しました。

県職員が農家で新人研修

騎西中央支店・騎西営農経済センターオープン

ＪＡ女性部がＪＡ常勤役員と意見交換会を開催

山中代表㊨から指導を受ける古田さん

テープカットをする大塚組合長（左から５番目）と
来賓・ＪＡ役員

左から平井清敏副組合長、大塚組合長、長谷川部長、梓沢幸子理事、江田昌子監事、小暮恵子理事

10



　１月25日に行田市産業文化会館で、令和４年度行田市社会福祉
協議会表彰式が行われ、同協議会石井直彦会長よりＪＡほくさい平
井清敏副組合長に感謝状が手渡されました。
　この感謝状は、同協議会表彰規定７条により昨年１年間に、多額
の金品を社会福祉のために寄付した個人・団体に贈られます。
　当ＪＡは、ＪＡ共済連埼玉県本部の地域・農業活性化積立金を活
用し、地域の子育て支援を目的として、同協議会に、トウモロコシ
200本、ナス２㌜、玉ねぎ45㌔、梨480㌔、精米320㌔を寄贈し
ました。
　石井会長は「助けあいの精神をご理解いただき嬉しく思います」と謝辞を述べました。
　平井副組合長は「地域の農産物を、社協を通じて必要な世帯にお届けできてよかった。今後も、地域に貢献し
ていきたい。」と話しました。

　ＪＡほくさいは１月24日にJA本店で、経済担当者30人が参加し、お茶
の研修会を行いました。
　新茶の予約販売に先立ちお茶についての知識を深めることが目的。
　ＪＡのプライベートブランドのエーコープ銘茶を販売するハラダ製茶㈱
の阿部雄樹係長を講師に迎え、お茶の種類や年間の収穫サイクルなど学ん
だあと、お茶の飲み比べを行い味の違いを確認しました。
　羽生東支店の田中貴大職員は「ＪＡのお茶は葉のやわらかい一番茶のみ
使用していることを学んだ。組合員のみなさんにも自信をもって勧められ
る」と研修の感想を述べました。

　１月13日に、日本テレビ朝の情報番組「ＺＩＰ」が、加須市
北川辺地区高橋春輝さんのほ場を訪れ、イチゴ新品種「べにたま」
を取材しました。
　レポーターに食味を聞かれた高橋さんは、「粒が大きく色つや
も良い。ヘタの部分から先端まで甘く、芳醇な香りが特徴です」
と答えていました。
　取材の模様は、１月23日に放送されました。

　JAほくさいは昨年実施した「ＳＤＧｓ（国連の持続可能な開発目標）定期貯金
キャンペーン」で掲げたお米「彩のかがやき」１㌧を管内各市の社会福祉協議会に
寄贈しました。
　１月下旬から行田市、鴻巣市、羽生市、加須市の各協議会に配布しました。
　２月３日に羽生市役所で、「彩のかがやき」５㌔48袋、２㌔75袋を、ＪＡ業務
課武井忠行課長が、羽生市同協議会小菅芳和事務局長に手渡し、「いただいたお米は、
子供食堂を運営している４団体に配布し、約300弱の子育て世帯にお届けします。
ご協力感謝します」と謝辞を述べました。
　武井課長は、「組合員に貯金していただき、地元のお米を必要な方々へ提供できた。
これからもＳＤＧｓを実践し、地域貢献をしていきたい」と意気込みを語りました。

ＪＡが行田市社会福祉協議会より表彰

お茶の研修会を開催

北川辺「べにたま」をＺＩＰが取材

ＳＤＧｓ定期貯金キャンペーンでお米寄贈

感謝状を手にする平井副組合長㊧と石井会長

お茶を試飲する田中職員㊧と
須影支店の岡田職員

レポーターの取材を
受ける高橋さん㊧

武井課長㊧から「彩のかがや
き」を受け取る小菅事務局長
と渡辺隆志事務局次長

高橋さんが収穫した
「べにたま」
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介
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介
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い
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の
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に
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酒巻古墳群
酒巻会館：行田市酒巻1492-1

行田市郷土博物館：行田市本丸17-23

酒巻古墳群
酒巻会館：行田市酒巻1492-1

行田市郷土博物館：行田市本丸17-23

池田邦雄さん
と
サツキ

かぞ 通通 信信

　水稲農家・池田邦雄さん（80）の趣味は盆栽。庭中に所狭しとならぶ鉢のほとんどがサツキで、常時
300鉢以上を育てられています。
　高校卒業後、鉄道会社に就職した池田さんが盆栽に出会ったのは２５歳の時。その数年後、栃木県で行わ
れていた「鹿沼さつき祭り」でサツキと運命的な出会いを果たし、栽培を始めました。その後20年以上に
わたり同イベントと「鹿沼園芸フェア」の品評会に作品を出品。最優秀賞に５回、優秀賞には３回入賞され
ました。
　現在の自慢の逸品は「根上がり」と「紫

しりゅう

竜の舞」の２鉢。「根上がり」は網目状になった根が、「紫竜の舞」
は根から幹にかけての立ち上がりが見所です。
　池田さんは「会社員と農家の妻という２足の草鞋だけでも大変だったと思うが、私の趣味を理解し留守中
の管理を担ってくれた妻のおかげでサツキを続けてこられました。」と感謝の言葉を話しています。

各地区の編集委員が自慢の人・モノ・場所を
ご紹介します。

今回は加須地区です。

最優秀賞の盾を手にする池田さん 「根上がり」 「紫竜の舞」
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近
年
、
４
月
の
ハ
ウ
ス
や
ト
ン

ネ
ル
育
苗
期
間
で
は
気
温
変
化
の

激
し
さ
が
影
響
し
、
苗
立
枯
病
や

高
温
に
よ
る
苗
の
徒
長
な
ど
の
生

育
障
害
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
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。
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種
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。

二　
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種
・
催
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均
一
に
発
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さ
せ
、
揃
い
の
よ

い
苗
を
作
る
た
め
に
、
浸
種
は
水

温
15
℃
で
７
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間
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５
〜

６
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間
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目
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透
き
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で
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ま
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低
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す
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す
。
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を
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。
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、
時
々
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催
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5
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９
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図

１
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三　

は
種

　

苗
箱
の
必
要
枚
数
は
、
１
坪
60

株
植
・
50
株
植
で
そ
れ
ぞ
れ
10
ａ

当
た
り
20
箱
、
18
箱
程
度
が
目
安

で
す
。

　

は
種
量
は
、
１
箱
当
た
り
乾

で
1
5
0
〜
1
8
0
ｇ
で
す
。
は

種
量
が
多
い
と
、
軟
弱
徒
長
し
や

す
い
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

土
を
入
れ
た
苗
箱
に
た
っ
ぷ
り

潅
水
し
た
後
に
は
種
し
、
種

が

見
え
な
く
な
る
程
度
に
覆
土
し
、

覆
土
後
は
潅
水
を
行
い
ま
せ
ん
。

四　

育
苗
中
の
管
理

　

育
苗
中
は
、
表
１
を
目
安
に
管

理
し
ま
す
。
ハ
ウ
ス
や
ト
ン
ネ
ル

内
に
温
度
計
を
設
置
し
て
温
度
を

確
認
し
な
が
ら
適
正
に
管
理
し
ま

し
ょ
う
。
苗
立
枯
病
（
表
２
）
の

対
策
は
、
種
子
や
育
苗
箱
の
消
毒
、

適
正
な
温
・
湿
度
管
理
が
重
要
で

す
。
予
防
の
た
め
の
防
除
薬
剤
は

表
３
の
と
お
り
で
す
。

　

近
年
は
育
苗
期
間
の
気
温
変
化

が
大
き
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
気

温
が
高
い
場
合
は
、
育
苗
用
マ
ッ

ト
を
剝
が
し
た
り
、
ハ
ウ
ス
の
側

面
や
ト
ン
ネ
ル
を
開
け
て
換
気
を

し
た
り
し
ま
し
ょ
う
。

　

緑
化
期
以
降
は
朝
十
分
潅
水
し
、

そ
の
後
は
苗
箱
の
表
面
が
極
端
に

乾
い
た
ら
潅
水
す
る
程
度
と
し
ま

し
ょ
う
。
水
の
や
り
す
ぎ
や
高
温

管
理
は
根
張
り
を
悪
く
す
る
の
で

注
意
し
ま
す
。

加
須
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

農
業
支
援
部

☎
０
４
８
０
（
61
）
３
９
１
１

水
稲
早
期
・
早
植
栽
培
の
育
苗

水
稲
早
期
・
早
植
栽
培
の
育
苗

基
本
を
見
直
し
て
健
苗
育
成
を

基
本
を
見
直
し
て
健
苗
育
成
を

農作業安全はＳ-ＧＡＰで取組みましょう。まずは当センターまでご相談ください。

図１ ハト胸状態の種

0.5～1.0㎜

伸びすぎ

表１ 育苗中の温度・水管理
生育段階 出芽期 緑化期 硬化期

幼芽８～10㎜ 本葉１葉まで 本葉２～2.5葉
留意事項 芽を伸ばしすぎない 日光を徐々に当てる 日光・外気に十分当てる
日　　数 ２～３日 ３～４日 10～15日
温
度

昼 昼夜30℃ 20～25℃ 20～25℃
夜 15～20℃ 10～15℃

潅　　水 原則しない 原則午前中　やり過ぎに注意

備　　考 32℃以上で立枯病が発生しやすい
日中35℃以上、夜
間15℃以下にしない 夜間７℃以下にしない

表２ 主な苗立枯病の発生要因
病原菌 病徴 発生要因

フザリウム菌
・坪枯れ
・苗の地際部や に白～淡
紅色のカビ

・緑化初めの低温（10℃以下）
・乾燥・過湿

ピシウム菌
・坪枯れ、カビは見えない
・根が水浸状に褐変し急性
萎凋

・緑化期以降の低温
・過湿

リゾープス菌 ・床土表面に白いクモの巣
状カビ

・出芽時の高温 （32℃以上）
・緑化期以降の低温

表３ イネ育苗中における苗立枯病の主な防除薬剤
令和5年１月11日現在の登録内容で作成

薬剤名
ピ
シ
ウ
ム
菌

フ
ザ
リ
ウ
ム
菌

リ
ゾ
ク
ト
ニ
ア
菌

リ
ゾ
ー
プ
ス
菌

ト
リ
コ
デ
ル
マ
菌

白
絹
病
菌

希釈倍数および
使用方法 使用時期 使用

回数

ダコレート
水和剤 　 ○ 　 ○ ○ 　

400～600倍液を、育
苗箱１箱あたり500㎖
かん注

は種時～緑化期、た
だし播種14日後まで

２回
以内※

タチガレエー
スＭ液剤 ○ ○ 　 　 　 　

500～1,000倍液を、育
苗箱１箱あたり500㎖
土壌かん注

は種時または発芽後 １回※

バリダシン
液剤 　 　 ○ 　 　 ○ 500倍液を、育苗箱１箱

あたり500㎖かん注 は種時～発病初期 １回

ナエファイン
フロアブル

○ 　 　 　 　 　
1,000～2,000倍液を、
育苗箱１箱あたり500
㎖土壌かん注

は種時～緑化期
２回
以内

　 ○ 　 ○ 　 　
1,000倍液を、育苗箱１
箱あたり500㎖土壌か
ん注

は種時

○育苗箱は、30×60×３㎝で、使用培土が約５ℓです。なお、上記以外にも処理方法があります。ラベル
表示を必ず確認してから使用しましょう。○農薬の飛散防止・農薬使用記録の記帳に努めましょう。
※複数成分が含まれていますので、それぞれ成分ごとの使用回数をラベルで御確認ください。

14



二重マスの文字を
Ａ～Ｅの順に並べ
てできる言葉は何
でしょうか？

（出題）ニコリ

ヨ
コ
の
カ
ギ

❶
暑
さ
寒
さ
も
―
―
ま
で

❷
佐
渡
、
淡
路
、
隠
岐
と
い
え
ば

❸
多
く
の
受
験
生
が
解
く
も
の

❹
数
学
で
は
ｘ
や
ｙ
で
表
す
こ
と
が

多
い

❺
ツ
ク
シ
は
こ
の
植
物
の
胞
子
茎
で
す

❾
飛
行
機
が
飛
び
立
つ
こ
と

11
薄
く
切
っ
た
も
の
。
―
―
チ
ー
ズ

12
山
下
公
園
や
中
華
街
が
あ
り
ま
す

13
卒
業
式
で
『
―
―
の
光
』
を
歌
っ
た

15
イ
ル
カ
の
ヒ
ッ
ト
曲
『
―
―
雪
』

18
衣
服
に
付
い
て
い
る
、
洗
濯
表
示

な
ど
が
載
っ
て
い
る
部
分

タ
テ
の
カ
ギ

❶
ひ
な
人
形
に
供
え
る
餅

❹
入
試
の
と
き
は
ケ
ア
レ
ス
―
―
に

〈
応
募
の
方
法
〉

・ 

ハ
ガ
キ
に
答
え
、
住
所
、
氏
名
、

年
令
、
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、

〒
３
４
８
ー
８
５
１
３　
Ｊ
Ａ
ほ

く
さ
い
営
農
支
援
課
宛
送
付
（
住

所
の
記
入
は
不
要
で
す
）、
ま
た

は
各
支
店
窓
口
へ
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
ご
応
募
は
Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
管

内
（
行
田
市
・
鴻
巣
市
川
里
地

区
・
羽
生
市
・
加
須
市
）
に
お
住

ま
い
の
方
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

・ 

応
募
の
際
、
ご
意
見
、
本
誌
へ
の

ご
感
想
な
ど
を
お
書
き
添
え
く
だ

さ
い
。
中
か
ら
「
ほ
く
さ
い
」
に

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

・ 

締
切
は
令
和
５
年
３
月
末
日
到
着

分
ま
で
。

・ 

正
解
者
に
は
抽
選
に
よ
り
賞
品
を

お
贈
り
し
ま
す
。

（
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
：
こ
の
応

募
用
紙
は
抽
選
と
商
品
発
送
お
よ
び

ご
意
見
掲
載
の
目
的
以
外
に
は
使
用

い
た
し
ま
せ
ん
）

〈
２
月
号
の
答
〉

　

ユ
キ
オ
ロ
シ

気
を
付
け
て

❻
ぐ
っ
と
辛
抱
す
る
こ
と

❼
ウ
ド
の
生
産
量
が
日
本
一
の
、
北

関
東
に
あ
る
県

❽
跳
ね
上
げ
た
ひ
げ
が
特
徴
的
な
ス

ペ
イ
ン
の
画
家

10
石
が
細
か
く
砕
け
た
も
の

11
雪
解
け
で
川
の
―
―
が
増
え
た

13
つ
く
の
は
う
そ
、
吹
く
の
は

14
中
華
が
ゆ
な
ど
に
の
せ
る
赤
い
実

16
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
か
ら
ノ
ー
マ
ル
に

替
え
よ
う
か
な

17
宿
屋
の
こ
と
。
漢
字
で
は
旅
籠
と

書
き
ま
す

19
出
か
け
て
い
て
誰
も
い
ま
せ
ん

20
ひ
な
祭
り
の
う
し
お
汁
に
よ
く
使

わ
れ
る
貝

　

桜
の
開
花
が
待
ち
遠
し
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
木
々
が
鮮
や
か

に
色
づ
き
始
め
る
と
私
の
心
も
暖
か
く
な
る
気
が
し
て
き
ま
す
。

　

春
と
い
え
ば
出
会
い
と
別
れ
、
変
化
の
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。
今

年
は
ほ
く
さ
い
管
内
で
も
支
店
統
合
と
い
う
大
き
な
変
化
が
あ
り
ま

し
た
。
環
境
も
今
ま
で
と
は
大
き
く
変
わ
り
、
慣
れ
る
ま
で
に
時
間

も
か
か
り
そ
う
で
す
が
今
ま
で
以
上
に
皆
様
へ
ご
満
足
い
た
だ
け
る

よ
う
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

新
店
舗
は
柔
ら
か
い
雰
囲
気
の
オ
シ
ャ
レ
な
店
舗
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ご
来
店
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
 

Ｋ
・
Ｔ

編
集
後
記

☆
１
月
号
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
当
選
者
は
次
の
８
名
で
す
。
ご

当
選
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
記
念
品
を
お
贈
り
い
た
し
ま
す
。

☆
中
野　

泰
子
さ
ま
（
行　

田
）

☆
池
田
八
重
子
さ
ま
（
行　

田
）

☆
矢
澤
満
理
子
さ
ま
（
川　

里
）

☆
阿
部　

力
也
さ
ま
（
羽　

生
）

☆
岡
安　

直
美
さ
ま
（
加　

須
）

☆
髙
橋　

征
子
さ
ま
（
騎　

西
）

☆
荻
原
喜
代
子
さ
ま
（
北
川
辺
）

☆
石
和
田
好
男
さ
ま
（
大
利
根
）

15



ＪＡほくさい ３月号（No321）2023年３月１日発行
編集・発行／ほくさい農業協同組合　〒348‒8513 埼玉県羽生市東7‒15‒3　
TEL 048‒561‒6911㈹ URL（アドレス） https://jahokusai.jp/

ＪＡほくさい
ホームページ

 


